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を強く意識してきた の で あ っ
近年。エレクトl==lニック 。バンキン グの進展に伴って，決済機能や支払シ
ステムに関する議論が活溌になってきた。
本来，決済機能とは貨幣のもつ最も基本的な役割である。また銀行にとっ
て仲介機能とならぶ二大機能の一つである。ところが，その割にはこれまで
あまり議論されることのない分野であった。すなわち「従来，経済学におい
ては，貨幣についてその機能率発生が論じられることはあっても，これに関
連した社会的清算制度( 支払システムのこと一 引用者) が取り扱われることは
比較的少なかった[15]」。また「銀行の長い歴史の中で，銀行家もまた一般も，
銀行の金融仲介機能
て，支払決済サービスは，これに伴うまさに「サービス」として位置づけら
れてきたといってよい［1］」状態であった。このよう に，重要な役割を担って
いるにも拘らず，いわば自明の事柄として後景に押しやられていた問題が，
エレ クトロニクスという技術革新のインパクトをうけて，正面から考察の対
象とされるようになってきたのである。
そのインパクトの一つは，支払システム運営のツールとしてエレクトT3ニ
クス技術が広汎に利用され始めたこと。すなわちElectronicFundsTrans-
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fer（EFT) の 発 展 で あ る 。 も う一 つ は ， エ レ ク ト ロ ニ ク ス 技 術 を 利 用 し て，
従 来 銀 行 に 固 有 の 業 務 と 考 え ら れ て き た 決 済 機 能 に ノソ ・ バ ン ク が 接 近 し 始
め た こ と。 そ れ が わ が 国 で 論 議 の 高 ま る き っ か け と な っ た 。 も ち ろ ん 両 者 は
密 接 に 関 連 し 合 っ て お り， 両 々 相 侯 っ て 支 払 シ ス テ ム の 変 貌 を 促 し つ っ あ る 。
最 近 の 金 融 問 題 と い え ば ， 何 と い っ て も 「金 融 自 由 化 」 が 中 心 で あ る が ， そ
れ と 並 ん で ， こ の 決 済 機 能 を め ぐ る 問 題 も 見 逃 が す こ と の で き な い 重 要 な テ
ー マ だ と 言 わ な け れ ば な ら な い 。
＝t 乙 ～ 戸か。~ 。ゝ・ゝ-・-i心trJl.y ＿ 。＝ft./ 、t_itwmそ こ で 本 禍 の 目 回 ば ， 沢 倚 機 能 や 文 払 シ ス ア ム の 仕 組 み と こ れ に 係 お 心取
近 の 諸 問 題 を ， で き る だ け 現 実 に 則 し て 整 理 し ， あ わ せ て 今 後 の 展 望 を 考 え
る 手 懸 りを 探 り た い ， と い うこ と に あ る 。 た だ し ， 上 述 し た と こ ろ か ら 判 る
よ う に 本 件 に 関 す る 文 献 は 乏 し く ， ま た 実 際 の 制 度 や 仕 組 み は ， 実 務 の 局 外
者 に は 窺 い え な い と こ ろ が 多 い の で ， 本 稿 も き わ め て 初 歩 的 な ア プ ロ ー チ に
す ぎ な い 注1)。
本 論 に 入 る 前 に ， 若 干 の 用 語 に つ い て 触 れ て お こ う。
① 「 決 済 」 と は ， 第 三 者 に 対 す る 資 金 （fund ） の 移 転 （transfer ） で あ る 。
し か し 最 近 で は ， 自 己 の 勘 定 内 で 種 々 の 口 座 に 資 金 を 移 し 替 え る こ と が 多 く
な っ て き て お り ， こ れ も 資 金 の 移 転 に ほ か な ら な い 。 こ の よ う に ， 第 三 者 に
対 す る 決 済 の み な ら ず レ 自 己 勘 定 内 の 移 動 も ふ く め た 資 金 移 転 の す べ て を ，
こ こ で は 「支 払 （ ペ イノソ ト）」 と よ ぶ 。 支 払 は 決 済 を ふ く み ， そ れ よ りや や
広 い 概 念 と い う こ と に な る。
② 本 稿 で 「銀 行 」 と は ， 民 間 の 預 金 金 融 機 関 一 般 を 代 表 す る 言 葉 とし て
用 い る。 な ぜ な ら 普 通 銀 行 と そ の 他 の 相 互 ・ 信 金 ・ 信 組 な ど の 金 融 機 関 と の
開 に ， 機 能 上 の 差 異 は 一 切 な い と 考 え る か ら で あ っ て ， こ れ は ア メ リ カ に お
い て も 同 様 で あ ろ う。 し た が っ て ， こ こ で ノソ 。バ ン ク と は ， 証 券 ・ 信 販 な
ど 預 金 金 融 機 関 以 外 の 金 融 業 を 指 しa ち ろ ん流 通 ・万通 信 な ど 非 金 融業 を 含 む），
ア メ リ カ に お け る よ う に ， 商 業 銀 行 以 外 の 貯 蓄 金 融 機 関 ま で を ノ ソ 。バ ン ク
に 含 め る こ と は し な い 。 。 ．I
⑧ わ が 国 で 「エ レ ク ト ロ ニ ッ ク 。バ ン キ ン グ」 と い え ば ， フ ァ ー ム 。バ
ン キ ン グ ， ホ ー ム 。バ ン キ ン グ，POS な ど の ， い わ ゆ る 「外 部 接 続 」 だ け
を 指 す 場 合 が 多 い 。 し か し 金 融 業 務 の エ レ ク ト1=;zニ ク ス 化 は ， 今 に 始 ま っ た
わ け で は な い の で あ っ て,40 年 代 初 頭 に お け る 普 通 預 金 の 全 店 オ ン ラ イ ン と
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い う画期的な イノベ ーシ ョン も, まさにこ::.レ クト ロ ニ ック 。バソ キングモ0 ・
ものであ った。 周知 の通 り，エレ クトロ ニ クス技術 の発 展は コン ピ ューター
とコ ミュニケーシ ョン の 結合（C＆C）を もたらし ， それ に よって 社会が大 き
く変わ りつっ あ る。 エレ クト=2 ニ ック 。バン キン グ とは， この よ うなc ＆c
の技術 に支えら れた新し い 金 融サ ービス業 務 の展開 を 指す と考え る。そ の具
体的な中身 が， いわ ゆ るEFT （エレ クトロニック・ファンド・トランスファー）
であ る。
なお，参 考文献 は末尾 に一 括し て掲げ， 本文中 の引 用箇所 には， その文 献
番号を［ ］内 に付 記し た。
(注i) 本稿執筆に先立って，日本銀行，野村総合研究所，富士銀行などの二，三
の方々から，有益なご示唆と資料の提供を頂いた。
2. 支払システムの構造
（1） 決済機能の三つの条件
決済機能について考えるには，まず現金通貨が存在せず，預金通貨だけで
決済が行なわれている世界を想定することが便利である。そこで大量の決済
が円滑に処理されるためには，次の三つの条件が必要不可欠であることがわ
かる。
① 決済手段として，信用のある流動的な資産が存在していること。
② その移転のための仕組みが，効率的に作動し ていること。
③ これ心よって生じた最終的な債権・債務を清算する「共同システム」
が構築されていること。
以下，その内容を，わが国の実状を念頭におきながら考察してゆこう。
前述したように，決済とは，第三者に対する「資金」の「移転」である。
現金通貨であれば，それを手渡すことによって比較的容易に移転が完了する
（手交貨幣）。しかし預金通貨の場合，それは銀行の帳簿に記載され た, もし
くはコンピューターの磁気デ ィスクに記憶された「記号」にすぎないから，
これを手渡すわけにはゆかない。そこで，支払人A の預金勘定の残高を減ら
し（debit,引落し）.同額だげ受取人B の預金勘定の残高を増やす（credit,入金）
とい う操作によって√A からB に資金が移転したのと同じ結果を得ることが
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できる。すなわち勘定の「振替」によって決済が行なわれる（振替貨幣）。
この振替を円滑に行なうには，そのための仕組みが必要である。まず当事
者からの「指図」がなければならない。指図りやり方に二通りある。一つは
小切手である。小切手は銀行に対する支払委託であるから，呈示された銀行
は，その券面額をA の口座から引落す。一方，小切手が入金されたB の口座
は，それが同一地域内で手形交換を経由する場合であれ，異地域間で取立に
かけられた場合であれ，券面額だけ増加する。結果とし て資金はA からB に
移転したことになる。手形も，期日が到来すれば小切手と変りはない。
もう一つが振込である。この場合，指図はA から銀行に対して直接になさ
れ，その指図に基づいて銀行はA の口座を引落すとともに，相手銀行に対しB
の口座への入金を指示する。A が減ってB が増えれば，それが資金の移転
である。自動支払の場合も，あらかじめ口座からの引落しを包括的に指図し
ておくという違いがあるだけであって，原理は振込と同じである。
こうした小切手と振込による勘定振替によって，毎日，大量・巨額の決済
が行なわれている。これを円滑・迅速かつ確実に処理することが，銀行制度
の重要な役割である。そのために様々な工夫が積み重ねられてきた。①小切
手については古くから手形交換制度が発達した。わが国の場合，昭和59年中
の全国手形交換高は4 億1,500 万枚,2,244 兆6,200 億円であった（第1 表参
照）。アメリカのような小切手社会では,全国の小切手振出枚数が年間400 億枚
にも上り，その処理のためにいわゆるペーパー・クライシスを現出している
ことは，よく知られている通りである。②一方，振込のための銀行間の伝達
手段は，文書によるものから電報・電話，そし てテレタ イプを経て，現在で
はその大部分がコンピューターと通信回線を直結したネットワークを通じて
処理されている。まず個 々の銀行内にネットワークが形成され（為替オンライ
ン）,次いで各銀行のネットワークが，「全国銀行データ通信システム」によ
って，一つに統合された。この全銀システムは逐次加盟金融機関を拡大し，
現在約4 万の店舗を結ぶ一大オンライン・システムである。その処理量は昭
和59年中に3 億3,500 万件，553 兆6,400 億円であっ た が（同上）,このほか
巨額に上る同一銀行内の取引がある。こうした仕組みを経由することによっ
て始めて,AB 間の決済が可能になる。
しかし，それで話が終わったわけではない。たしかにAB 間の勘定振替は
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それで済むが，それはAB の
債権・債務を夫々の取引銀行
が肩替おったにすぎない。A
の口座をdebit した銀行には
その代り金を相手銀行に支払
わねばならぬ債務が発生し，B
の口座をcredit し た銀行
にはその代り金を相手銀行か
第1 表 手形交換と全銀システム(
昭和59年実績)
全国手形交換高
件数 415,385千枚
金額 22,446,253億円
全銀システム
他行為替取扱高
件数 335,336子件
金額 5,536,422憶円
出 所 ： 仝mm 「 金 融I
－j/ ・ ふ 〃f ●゛W丿 ぶ ●・f-¶W
ら受取る権利が生じている。 こめ銀行間の債権・債務が清算（決済）さ れ な
い限り，AB の決済が最終的に完了したとは言えない。
もし銀行の数が少く取引量も限られているならば， この銀行間の決済は，
現金や中央銀行小切手を受け渡しすることによって，或いはかつての為替決
済がそうであった様に，お互いに資金を預け合いこれを貸・借記することに
よって，処理可能である。しかし銀行数・取引件数が増嵩し，しかも迅速な
取扱いを要求されるようになると，全部をまとめて一度に， つ ま り多角的
（multilateral）に処理する必要が生じてくるのは当然であろう。モのための仕
組みが，上述の手形交換制度や全銀システムの中に組み込まれている。すな
わち毎日の尨大な取引によって生じた銀行相互間の債権・債務を，銀行毎に
集計して，その最終的なネットの差額だけが，翌営業日に日本銀行における
各銀行の預け金をプラス・マイナスすることによって清算される。この日銀
預け金の振替が終わって始めて，一日の大量な決済が完了したことになるの
である。このように現代の決済シ ス テ ムは，①顧客が銀行に決済口座をも
ち, ②銀行が日本銀行に決済口座をもつ，という二段階の構成で成り立って
いる。いわば日本銀行が全決済システムのセンター機能を果しているのであ
って，この②の上半分がなければ，決済は完結しない。このことは特に留意
すべきである。
（2） インフラストラクチャー の重要性
以上のように，決済機能には冒順に述べた三つの条件が不可欠であること
が判った。そして，そのいずれもが銀行制度によって提供されてい る が故
に，決済機能は銀行に固有の機能だと言われてきたのである。すなわち①預
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金通貨，②小切手および振込関連業務，③銀行間決済システム，の三つであ
る。①は決済勘定であり，②と③を併わせて為替機能とよぶ場合もある。両
者が結び付いて決済機能を果すのであって，そのいずれを欠いても，決済ぱ
実現し ない。
西川元彦教授によれば，金融部門の四つの機能のなかにあ っ て，「準備の
集中」と「決済の集中」とは相互促進的に発展してきた。ここで準備とは非
金融部門の手元流動性であり，モれが金融部門に集中されることによって，
決済もまた集中し，「現代の金融部門は，……全経済を覆い尽くすほどの『決
済機関』となっている［13］」。 と同時に， 決済が集中して効率的に行なわれる
から，準備も集中する，とい う相互依存関係にある。このように考えれば，
準備は「池」であり，決済は多数の池を結びつける「流れ」である，と言う
ことができる。
ところで，この流れが実現するために必要な，前述の②小切手・振込関連
業務および③銀行間決済システムは，手形交換制度にせよ全銀システムにせ
よ，銀行が年月とコストをかけ，共同して構築し・運営してきた一種のイン
フラストラクチャーである。このインフラストラクチャーなしには，現代社
会0 尨大な日々の決済を円滑に処理することは亡きない。そして決済が円滑
にゆかなければ，全経済活動の運行に支障を来たすことは明らかであろう。
このように決済システムの基盤には，銀行共同システムとしてのインフラス
トラクチ ャーかおるよそれは外からは見えない，縁の下の力持ちであるにも
拘らず，経済社会に不可欠の重要性を持っている。そのことを改めて強調し
ておきたい注2）。
もちろん， イソアラストラクチャニは全国に唯一つである必要はない。西
ドイツでは，商業銀行・貯蓄銀行・信用協同組合・郵貯の各業態が「それぞ
れ独自の振替決済ネットワークを持っており［5］」，アメリカ で は「連邦準備
制度の提供するFEDWIRE と銀行間の機構であるBANKWIRE とが併存
して競争している［1］」。
そし てわが国でも，上述した銀行間共同システムが唯一のものではない。
決済システムとし て注目すべきインフラストラクチャーがもう一つ出来つつ
ある。すなわち郵貯である。これまで主として預（貯） 金業務を中心にして
発展し てきた郵便貯金が，近年，送金・決済業務への進出を積極化してきた
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こ とは, よ く知 ら れ る 通 りで あ る。 郵 貯 に は 小 切 手 勘 定 は ない が ， 郵 便 振 替
制 度 は 古 く か ら 存 在し て い た 。 そ れ に 加 え て 公共 料 金 等 の 自 動 振 込 み （昭57
年）， 給 料 等 の 自 動受 取 り （昭58 年） な ど の業 務 を 開 始6 昭59 年 に は 全 国 オ ン
ラ イン 網 を 完 成し て， 決 済 のた め の イン フ ラ ス ト ラ クチ ャ ー とし て の 機能 が
一 段 と強 化 さ れ た 。 と く に 郵 貯 の場 合 は 全 国1 万9,000 の普 通 局 ・特 定 局 が
一 つ の企 業 体を なし て い る ので あ る か ら ， 決 済 機 能 の 三 つ の 条 件 の うち ③ の
銀行 間 シ ス テ ムを 必 要 と せ ず ， す べ て 企 業 内 の振 替 で 完 結す る。 そ れ だ け 効
率的 で あ る と 言 え よ う。 最 近 ノV ・ バ ン クが 郵 貯 と の 共 用 カ ー ド の 開 発 な ど
に熱 心 で あ る の は，訣 済 シ ステ ム とし て の 郵 貯 の利 用 に 着 目し た も の に ほ か
なら ない 。 従来 商 品 を め ぐ っ て 対 立し て きた 銀 行 対 郵 貯 問 題 に， 決 済 シ ス テ
ムとし て の イン フ ラ ス ト ラ クチ ャ ーを どち ら が 提 供 す るか とい う, も う一 つ
の 官業 と 民 業 の 競 争 が 加 お った こ と に な る。
注2 ） このほか,BANCS などのCD オンラ イン，給与・配当金振込のためのMT
交換等も，同じくインフラストラクチャーである。
3. エレクトロ・マネーの出現
（1） アメリカにおけるEFT の状況
上述したところからも判るように，現代の支払システムは，エレクトロニ
クス技術の利用によっていちじるしく発展することができた。それがエレ ク
トロニック・ファンド・トランスファー（EFT ）である。EFT
という言葉はア メリカで生まれた。アメリカのような小切手社 会 で
は，従来から資金移転はもっぱら小切手によって行なわれ，振込による方式it,
わが国や西ドイツと違って，ほとんど発達してこなかった。し かし小切
手発行枚数の激増は決済システムを物理的に危機に陥れ，小切手に代る決済
方法の必要性が差迫ったものとなってきた。その要請に応えたのがエレクトl=
・ニクス，なかんずくc&c の技術である。したがって，アメリカでは小切
手によらない資金移転は，エレ クトロニクスによって始めて可能になったと
言ってよく,EFT は 何 よりも「小切手に代るもの」として登場でしたのであ
る。ペーパー・マネーからコニーレ クトl==・・マネーへ，と は そ ういう意味であ
る注）^。これに対し てわが国では，すでに振込という資金移転方法が普及して
いたところへ，エレ クトロニクス技術が導入されて，その効率を高めたので
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第2 表 アメリカにおけ ろEFT の 成長(
単位:J-V/億枚，件)
1970 1979 1985 1990
小切手発行枚数 18.5 32.0 38.0 40.0
EFT 取扱件数 - 2.0 5.0 14.0
出所:ElectronicBanking[17]I
あるから，EFT の出現はア
メV カほど劇的で は なかっ
た。
しかし経緯はどうであれ，
14.O 現在，小切手によらない資金
移転の大部分がエレクトロニ
クス技術を利用し ているのは確かであって，現代の決済は，①現金, ②小切
手，③EFT の三つ0 方法によって行なわれてい る， と言って差支えない。
今のところまだ現金や小切手のウェ イトは高いが，次第にEFT がその比重
を増大しつつあることは明らかである（第2 表参照）。
それではEFT とは具体的にどういうも0 を指 す の か。 アメリカの場合EFT
の名の下に様々なサービスや仕組みが混在しているが， 整理すれば次
の四つのグループに分けることができよう。
①directdeposit およびdirectdebit。前者はわが国の給与振込と同じく，
現金や小切手を使わずに直接預金口座に入金する手続き。主に連邦政府の年
金支払と企業の給料支払に利用されている。また後者はわが国の自動支払に
相当するもので，保険会社への保険料支払など定期かつ定額の継続的支払に
用いられる。予め口座0 引落しを授権するのでpreauthorizedpayment とも
いう。企業の定型的支払にも利用可能である。
もっともdirectdeposit,directdebit とい うサ・¬ビスそれ自体が,EFT
なのではない。わが国で給与振込や自動支払は。全店オンラインの始まる以
前から，紙ベース・手作業ベースで行なわれていた。それが現在は企業体の
持ち込む磁気テープ（M ／T）をコンピューターにかけて大量処理されている
が，同様にアメリカでは,ACH(AutomatedClearingHouse ）による磁気テー
プ交換システみによって，これらのサービスが可能になっ て い る。 だからEFT
なのである。ACH はわが国のMT 交換サービスに相当する。
②WireTransfer と総称される銀行間ネット ワ ー ク。こ れ に はFedWire,BankWire,CHIPS,SWIFT
の四つのシステムがある。いず れ も
銀行間の資金移動を取扱 うネットワークで，わが国の金銀-y ステムに相当す
る。ただし主として銀行間のフェデラル・ファンド取引やコルレス勘定の振
替を中心とし，顧客一顧客の取引は大口のものに限られているという点で，
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小口を含むすべての顧客間取引を取扱うわが国の全銀システムとは，性格を
異にしている。いわばホールセールのElectronicbanking である。
このうちFedWire は，連邦準備制度が運営するもの で， 各連銀・加盟
金融機関のほか財務省も参加している。企業は電話もしくはテレ ックスなど
のハードコピーを使って銀行に依頼し，これを利用することができる。資金
決済は連銀の準備預金勘定によって個別に行なわれる。一方BankWire は，
全米およびカナダの銀行による共同経営で,1982 年現在180 行が加盟。もと
もと銀行間の資金決済機能を持だなかったが，現在は連銀の準備預金勘定を
ご決済口座として利用する様になった（BankWirel またはCashWire と呼ば
れる）。ほかにCHIPS は，主としてユーロダラー取引など国際金融取引に係
わる銀行間の資金振替を行 な う も の。ニュー3 ―ク手形交換所協会が運営
し，ニューヨーク連銀の準備預金勘定で決済する。またSWIFT は，国際間
の銀行取引に伴う情報を送信するものだが，銀行間0 資金決済機能はない。
③ATM 。わが国と同じくカードによる現金自動支払機お よび自動 預 入
機。ATM がしばしばEFT の主役として喧伝されるのは，一見すると奇異
拡感じられる。なぜなら自,分の口座に現金を出し入れすることは，何ら第三
者に対する資金の振替を意味せず，したがって決済ではない。にも拘らずそ
れがEFT に数えられるのは，上述したようにEFT の役割は小切手に代る
ものだからである。それによって小切手を使わずに口座を現金化す ることが
可能になった。その上。わが国のBANCS な ど と同じく，幾つかのネット
ワークが形成されATM の共同利用が進んでいるO で，現金利用のための
空間的・時間的制約が大きく軽減されるという効果を生んだ。
その意味では現金を使い易くしている面もある。EFT がcashless,check ．less
を促進する一方で， 小切手→現金という逆の流れを呼ぶ可能性もあるこ
とは興味深い。
④POS,CMS,Homebanking などの「外部接続」。上記①～③は銀行内
もしくは銀行間のこ二レ クトロニクス化であったが，さらに，銀行一顧客がネ
ットワークで繋がることによって，EFT は一段と進展する。
，このうちPOS は，文字通りcashless,checkless の支払を可能にし，消
費者・小売業者双方にとって，決済の効率化に貢献する。ただし夫々のカー
ドが異なった端末機を必要とするりでは利用範囲が限られてし まうから，普
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及には銀行間の協調が不可欠である。一方CMS の利用は，対象企業にとづ
て，資金の回収・支払・管理・運用全般にわたる効率化を実現する有力な武
器となる。「1981 年には，資金量OU億ドル以上の銀行では84 ％ が，……企業
に端末機を置いたキャッシュ・マネージメント・サービ ス（CMS ）を提供巾
［6］」の由である。これに対しホーム 。バンキングは，アメリカでもまだテイ
ク・オフするに至っていない。
（2) デリバリー・システムの変革
このようにEFT の中身は多種多様であるが，大きく分ければ, リーテイ
ルのEFT （上記の①③と④のうちPOS, ホーム・ベソキング）とホールセールのEFT
（②と④のうちのCMS ）とに分類することがで き る。アメリカで1978年
に制定され た「連邦EFT 法（ElectronicFundTransferAct ）」は，前者のり
ーテイルEFT を対象とし，EFT シメテムに参加する消費者の諸権利を規
定したものである。すなわち同法によれば，「電子資金振替（EFT ）という用
語は，金融機関に対して あ る口座への借方記入(debit）もし くは貸方記入
（credit）を指図し，指示し，あるいは授権するのに，小切手，手形，もし く
はそれに類する証書によらず，電子端末機，電話関連機器√コンピュータも
し くは磁気サーブを介して開始される資金振替を意味する」と定義され，例
示として「POS 振替,ATM 処理，資金の直接預入れもし くは引出し， お
よび電話により開始される振替［10］」を挙げている。これ に 対し 「消費者の
資金振替を主たる目的としないもの」は「含まれない」としているのは，同
法の性格が消費者保護法にある以上，当然である。
しかし りーテイルであるとホールセールであるとを問わ ず,EFT の発進
は金融システムに大きな影響を及ぼすこととなった。すなわちデリバリー・
システムの変革である。一説によれば,EFT シ ス テムという呼称は誤った
ネーミングであって，より正確には「エレクトロニック・デリバリー・シス
テム」と呼ぶべきであったと言う［19］。ブ リバリー・システムと い う言葉を
何と訳してよいか判らないが，商品サービスがユーザーに提供される手段・
方法といってよかろう。小売業にあっては，対面販売からセルフサービス方
式や宅配制度，さらには通信販売・自動販売機などの無店舗販売まで，様々
なゲリラ句 －・システムが存在する。いうまでもなぐ旧来の銀行のデV バリ
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こ ・シ ステ みは， いわ ゆる煉瓦 と モルタル（brickandmortar ）に よる 「店舗
網 」 であ った。：モ こへATM,POS 端末 な どに よる新し い シ ステ ムが導 入さ
れてきた めであ る。y こ
この新し い 金融 サ ービ ス のデ リバ リー・シ ステ ムは， 次 の二 つ の構成要素
から 成 り立 ってい る。 ’
①POS ，ATM な どの端末機 や ユーザ ーのコV ピ ュー タ ー。 顧客は， こ
れら の機構 に直接 ア クセ スし， 銀行店舗 や行員 の手を 経 るこ とな く， 自動的
に金融サ ービ スを 享受す るこ とがで きる（多くの場合，システムを始動させるた
めにカードが利用される）。銀行相 互間につ い ても同様で あ る。
② ネット ワークと これに直 結し た コンピ ューター。 端 末機 の存在 だけ で
ぱ デ リバ リー・シ ステ ムの変革 になら ない。 より重要 なのは， そ れ がネ ット
ワー クと連 結し てい ることであ る。 周知 の通 り, エレ クト ロ ニ クス社会 とは&C
の技 術に よっ て支 え ら れた ネ ット ワーク社会で あ る。 ネット ワー クに
よって金融サ ービ ス 乱 諸 々の時 間的 ・空 間的制 約を 脱し てデ リバ]J, が可
能 となった。
では，そ れに よっ て何 が変 ったか。
第一 に，金 融業 と ユ ーザ ー双方 に とって， 金融 サービ スの コ スト が低 減し
た。 労働集 約的 な金融業 に お い て, エレ クト=t ニッ ク 。バン キン グ推 進の
最大 の動機 とな った のは，こ のコ スト削 減効果 であ る。 わ が 国 で もCD やATM
の展開は ， 顧客 に メリ ットを もたら す と同時 に， 銀行 に とって もテ ラ
ーの労働を 大 幅に排 除 す るとい う効果を生 んだ。 また 最近 のフ ァ ーム 。バン
キン グ（CMS ）の推進 も， 顧客 のニー ズとい うより， 渉外行 員 の省力化 にね
ら いがあ ると言わ れ る［11］。
し かし， そ れに も増し て重 要な のは， 単に既存 のサ ービ ス のコ ストを 低下
させただけ でな く， 従来 の紙 ベ ー ス・手 作業ベ ースで は考 えら れ もし なかっ
た新し いサ ービ スを ， 低 コ ストで供 給す ることが可 能 にな った， とい う点 で
ある。後 述す るCMA の よ うな商品を 頭 の中 で考え る ことは で きるか もし れ
ない が， 尨大な件 数を 瞬時 にし て低 コ ストで処理 す るこ と は,EFT なし に
捨不可 能であ った。 そ の他 の金 融新 商品 ・新サ ービ スに も， 多 か れ少な かれ
判じ こ とが言え る。
ニ第二 に，EFT に よ っ て金 融 サ ービ スの専門 性が稀 薄 にな った。 小切手 は
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銀行しか提供できないが，小切手に代るEFT に関与するのに銀行である必
要はない。そうした制度的側面だけでなく，技術的にもエレクトロニクスは
銀行業の専売ではなく，あらゆる金融業やノソ・バンクによってアクセスが
可能である。いわば銀行業務の「参入障壁」が低下したのである。その上，
ネットワークの接続が自由であれば，他のネットワークの機能とデータを容
易に利用することができる。こうして銀行業務の門戸が開放されてきたこと
が,EFT のもたらし た最大のインパクトであった。次章に述べるノソ 。バ
ンクの進出も，こうした変化を背景にして初めて生じたものである。
（注3)EFT は振込業務だけでなく，小切手関連業務にも用いられる。それがト
ラソケーショV （Truncation) である。
4. ノン・パンクによる決済機能への接近
（1） 「決済機能」論議の理論と現実
さる昭和60年9 月18 日，都市銀行懇話会は「決済機能について」と題する
統一見解をまとめ, ノン 。バン クによる決済機能へめ進出に反対した。すな
わち「決済機能はこれ迄銀行によって担われてきており，また銀行が担って
きたからこそ決済システムの安定性，信頼性が確保されてきた」 の で あ っ
て，「単に技術的に可能であること等々の理由から，安易にノンバンクに 決
済機能を認めていくことはあまりに問題が多い［9］』とい うのが，その主張で
ある。
こうした決済機能をめぐる論議が活溌化する契機となったのは，次のよう
なノソ・バン クによる新商品・。新サービスの提供であった。
①CMA （CashManagementAccount ）。メリルリンチ 社がオハイオ州の中
堅銀行バンク・ワソと提携し て発売した，MMF と小切手・カードなど銀行
サービスとの複合商品。顧客は小切手を振出すことができ，その小切手が呈
示されると，メリルリンチ本社に金額が伝送されて同社にある顧客のMMF
を解約し，直ちにバン ク・ワソの顧客の決済口座に振込まれる。この決済口
座は形式的なもので, バン ク・ワソは「メリルリンチ社にとって単なる支払
い決済の事務センターと化している［8］」といわれる。顧客にとって高利回り
のMMF を決済勘定として使用し た のと変りなく，事実上の決済機能をメ
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リル リソチ 社 が提 供し た ことにな る。
② 資金総合口座。CMA の 日本 版 とも言 うべ きもの であ って， 大和証券 と
京都信金 の提 携に よっ てスタ ー トし た，一 種の ス イン グ・ア カ ウン ト。普通
預金 残高 が30 万 円を 超え た場 合， その 超過額（10万円以上）で中 国 フ ァンドを
自動的 に購入し ， 逆 に普通 預金残 高が30 万 円を 下 回 ると， 自動的 に中国 ファ
ンドを 解約し て普 通預金 に入金 する。 普通預 金残 高が ゼ=t で よけ れば，① と
同じ になる，現在四 大証券 との間に17fH 金,8 相銀,1 信 組が提 携中であ る。
③ カード提携。 証券会 社 と信販 あ るい は 銀 行系 クレ ジ ッ ト・カード 会社
が業 務提携し ， 顧客 のカ ードに よるシ ョッピン グ代金 等の支払 資 金 とし て，
中国 フ ァン ドを 解約し 顧客 の決済 口座に振 込む もの。 解約 金額は 代金 相当 分
か残 高不足 分か， カ ードは共 用か 否か，な どの違 いは あ るも のの，い ずれも
カード 代金 とい う特 定 の資金 決済 につい て， 中 国フ ァン ド が事 実上 の決済機
能を もってい ると見 倣 す ことができ る。
この ような 種 々の 複合商品 が生 まれてきた のは， 前 述し た よ うに， 残高把
握 ・情報伝送 ・解約 ・振込 とい った手続を， 迅速 ・大 錨:かつ低 コス トで自動
的に処理す る技 術的な 基礎 ができ てきたから であ る。 コン ピ ュー ターとネッ
トワー クなし にこれら の商 品の機 能を 発揮 させ るこ とは， 到 底できなか った
だろ う。
こ うし て ノソ 。バン クの金融 商品（MMF や中国ファンド） が 決済勘定 に転
化す る ことは， な ぜ問 題な のか。 そ れを 銀行 ・証券 の垣根争い とい う関心か
らのみ採 り上げ るの は正し くないだ ろ う。 通常 の金融 資産 と決済用資産 との
間には， 同じ 金 融資 産 とい って も大きな違 いが あ るからで あ る。 通常 の金 融
資産 であれば， そ の価 格 が下 落し て当初 の預託額 が払 い戻 せな かった り， 場
合に よっては 提供機 関 のデ フ ォル トそ の他に よっ て全 く回収 不能 に陥った と
し ても， そ の リス クは投 資者一 人 が蒙 るだけ です な。し かし 決済用 資産の場
合には，価 格変動 や換 金不能 に よって決済 が不可能 にな れば， 直ち に資金を
移転 すべ き相手方 の被害 に繋 がり， それは 次 々に波及し て， 決済シ ステ ム全
体の信 頼を 損 うことにな るだ ろ う。 ひい ては 経済 活動 全般 に支障を 来たす 結
果 とな る。 決済 シ ステ ムの安 定 性が大切だ とい う意味 は， まず 何 よりもそ の
点にあ るのであ る。し た がっ て， 広 く金 融資産 全般 のな かで 何が決済用資産
とし て用いら れ るかは， 単な る垣根論争 の次元を こえ て，充 分検討を要 する
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問題と言わなければならない。
（2） 通貨「予備軍」と;uール作り
それでは，こうしたノソ 。バンクの金融商品はすでに充分な決済機能を獲
得しているのだろうか。そうとは思わ れ な い。 決済機能の三つの条件のう
ち，流動性だけあっても, 勘定振替の仕組みと最終的な清算システムという
イソフラストラクチ申－を欠いては，決済手段として機能し ているとは言い
難いからである。上記のようにMMF や中国ファン ド の解約金が顧客の口
座に振込まれ，それが決済に充当されるということは，たとえその口座が形
式的にすぎないものであって乱 銀行制度の決済機能に依存して決済が行な
われることを意味し ている。また一歩進んで顧客口座を設定せず，解約金を
カード会社等の口座に直接振込む方式がとられたとしても，それは顧客が行
なうべき解約→振込の手続きをノソ 。バンクが代行したのと同じであって，
そこで既存の支払システムが利用されていることに変りはない。
このように考えれば，これらのノソ 。バンク商品は，銀行制度の構築した
イソフラストラクチ 十－を「利用」することによって，「事実上（defacto）」
の決済性をもつに至ったもの，と解するのが正しいと思われる。もちろんノ
ン 。バンクにとっては，それが事実上の決済機能をもっものとして顧客に利
用されれば充分なの七あって，その背後に既存の支払システムのバックアッ
プかおるかどうかを問う必要はない。顧客にとっては尚更である。ニューヨ
ーク連銀のコリガン総裁が，最近わが国でしばしば引 用 さ れ る 論 文(Arebankspecial?
）のなかで次のように述べているのは， その意味できわめて正
鵠をついた評価であるように思われる。すなわち。
「MMF を含めこれらの金融商品が銀行の決済勘定と同じ よ うな特質をも
っているようにみえるのは，一面でこれら金融商品の売買が銀行の決済勘定
を利用して行われることに起因している。しかしながら，技術の進歩によっ
て，これら金融商品が究極的には銀行の決済勘定に依存しているという事実
（theirultimatedependenceonabankaccount ）が個人投資家にはわか り に く
いような方法で取扱われることが可能になっている」と［16］。
ノン・バンク商品のこのような性格は，ちょうど定期預金の場合と似てい
る。定期預金ば，たとえば総合口座にセットされることによって，いつでも
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自動 的 に 流 動 化 で き る よ うに な っ た が ， だ か ら と言 っ て 定 期 預 金 そ め も の が
決済 通 貨 に な った わ け で は な い 。 で は なぜ 定 期 預 金 が マ ネ ー サ プ ラ イの重 要
な構 成 要 素 とし てM2 に 含 ま れ る の か とい え ば ， そ れ がい つ で も 容 易 に預 金
通貨 に転 化 し うる， い わ ば 通 貨 「予 備 軍 」 とし て の役 割を 担 っ て い る から で
あ る。 カル ド ア教 授 の言 う よ うに 「… … 不り付 き 預 金 が 支 払 手 段 で あ る から で
は な く （事実，それらは支払 手段 ではない）， た ん に そ れ ら が きわ め て容 易 に支
払手 段 に転 換 さ れ る の で， そ れ ら を 除 外 す る ど ん な 『運 営 目標 』 も， 政 策 目
標 とし て十 分 な 意 味 を な さ ない か ら で あ る［20］」。
そ れ と 同 様 に， 前 述 の ノン 。バン ク商 品 も， 決 済 勘 定 そ の も の で は な く，
銀 行制 度 の 支 払 シ ス テ ムを 利 用 し て い つ で も事 実 上 の 決 済 勘 定 に 転 化し うる
通 貨 「予 備 軍 」 だ と考 え る の が 妥 当 で あ る。 し かし 予 備 軍 で あ っ て も， 正 規
の 決 済 勘 定 と の 間 の 出 入 りは ， きわ め て迅 速 に， 利 用 者 が そ れ と 意 識し ない
まま に 行 なわ れ る。 こ の よ うに 何 時 で も転 化 が可 能 だ と す れ ば ， こ れを 決 済
通 貨 に 準 ず る も の とし て 取 扱 う こ と が 必 要 と思 わ れ る。 前 述 の よ うに， 決 済
性 の資 産 は 通 常 の資 産 と 異 な っ て， 支 払 シ ス テ ム の 安 定 性 を 確 保 す る とい う
責任 を 担 っ て い る。 もし 予 備 軍 が， 本 来 の 決 済 勘 定 と 比 べ て， 価 格変 動 リス
ク・回 収 不 能 リ ス ク等 に お い て よ り リ ス キ ーで あ る と し た ら ， 支 払 シ ス テ ム
の 信 頼 性を 損 う危 険 が あ る。 そ の 危 険 を 回 避 す る 手 段 とし て， 予 め 何 ら か の
方 法 で 商 品 の 安 全 性 を 高 め てお く こ とが 要 請 さ れ る の で あ る。
そ の た め に は， 例 え ば 吉 田暁 教 授 の 言 わ れ る よ う に， こ れ を 預 金 と 見 倣
し ， そ の提 供 機 関 を 銀 行 と同 様 の規 制 下 に お く こ と が 一 つ の方 向 で あ ろ う。
「ノン バ ン クが 決 済 機 能を もつ とい う こ と は ， 決 済 に用 い ら れ る金 融 資 産
（負債） が ど の よ うな名 称を も と うが, … … 預 金 の 提 供 と 同 義 な の で あ っ て，
そ の 機 関 は 銀 行 とし て定 義 さ れ な け れ ば な ら ない［2］」 か ら で あ る。 こ れは 上
述 の コ リ ガ ソ 論 文 が，「銀 行 と は 決 済 勘 定 を 提 供 す る 資 格を 有 す る 機 関 で あ
る」 と定 義し ， 決 済 勘 定 提 供 の 適 格 性 を 有 し てい る機 関 は 「定 義 に基 き銀 行
とみ なし ， 規 制 す れ ば よい の で あ る［16］」 と述 べ て い る の と軌 を 一 に し て い
る。 こ の よ うに 預 金 と 同 一 視し ない ま で 乱 通貨 予 備 軍 の 質 的 水 準を 確 保 す
るた め に は， ヴ 定 のル ール 作 り が 必 要 で あ る。 さ も な い と こ の種 商 品 の 普 及
が 支 払 シ ス テ ムを 動 揺 さ せ る 虞 れ が あ る。
「質」 ば か り で な く，「量 」 に つ い て も 同 様 で あ る。 本 来 の 決 済 勘 定 は 無
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利 息( な い し 低 利) で あ る か ら ， 通 貨 需 要 を 超 え て 過 度 に 膨 脹 す る こ と は な
い 。 し か し ノ ソ ・ バ ン ク 商 品 の よ う に ， 比 較 的 高 利 回 り の 資 産 に 流 動 性 が 付
与 さ れ る と ， 収 益 性 と 流 動 性 を 兼 ね 備 え る こ と に な っ て そ の 増 大 に 歯 止 め が
か か ら な い 。 こ う し た 商 品 が ， エ レ ク ト ロ ニ ク ス の 進 展 と と も に 次 第 に 増 加
し て ゆ く と す れ ば ， 金 融 政 策 の 見 地 か ら ， 新 た な 対 応 が 求 め ら れ る こ と に な
ろ う 。 運 営 目 標 と し て の マ ネ ー の 範 囲 を 拡 げ ， 或 い は こ れ を 準 備 預 金 制 度 の
対 象 と す る ， な ど の 対 策 が 必 要 に な っ て く る も の と 思 わ れ る 。
・ ゝ ＿Lr=MM 〃 。ati-l. ●. －－ 二k 。 。。-- 。
も り 一 つ ， コ ス ト 負 担 の 開 題 が 冴)る 。 叉 払 シ ス ア ム と い う イ ン フ ラ ス ト ラ
ク チ ャ ー を 利 用 す る 以 上 √ ノ ソ ・ バ ン ク に も 応 分 の 負 担 が 求 め ら れ る が ， そ
の た め の ル ー ル は ま だ 出 来 上 が っ て い な い 。 も っ と も ， 前 述 の よ う に 郵 貯 と
い う イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ ー が 整 備 さ れ て く る と ， 料 金 競 争 が 起 っ て く る か
も し れ な い 。 こ こ で も 官 業 の コ ス ト 意 識 が 問 わ れ る こ と に な る 。
5. これからの支払システム
（1） 支払サ ビース業の展開
以上が，支払システムの現状と当面する諸問題である。しかし:x,レ クトロ
ニクス技術の進歩のスピードを考えると，今後さらに様々な変貌を遂げてゆ
くことが予想される。そこで，技術に全くの素人が将来展望を行なったりす
るのは無謀だとい うことを承知の上で，これからの方向を探ってみることに
する。
まず考えられるのは，企業が自社内もしくはグループ内のネットワークを
通じ て，決済に関わるデータを処理し，銀行の利用を節約してゆくことであ
る。その一例としてすでに屡々言及されているのが，薬局のボランタリーチ
ェ' ン「ファルマ」（大阪）のVAN 事業であ る。 本来は傘下の加盟店と問
屋との間の受発注データを集約し，在庫管理を効率化するとともに，そこか
ら得られる情報を高度化して加盟店が共有するために作られたシステムであ
るが，さらに代金決済合理化のシステみとし ても機能するようになった。す
なわち従来約200 の加盟店が，約40の問屋に対してそれぞれ個別に代金を振
込んでいたのを改めて,40 社の問屋の共通の「連名決済口座」を作り，加盟
店はその共同口座に月一回振込めばよくノ問屋への支払は共同口座から自動
振替で引落される仕組みになっている注4）。これで200 ×40 の振込が200 ＋40
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に節 約され たわけ で， 振込手 数料 の大 幅削減 が可能 とな った。 最近試行を開
始し た， ラ イオン ・資生堂 な ど8 社に よるVAN 会 社 も，はじ めは受発注な
ど情 報系 サ ービ スが主体だが。 将 来的 には 銀行 と結 びっい た 決 済系 サ ービ ス
も展 望し てい ると言われ る。
この ような方向 は， 銀行 の利 用 回数を 減らし コス トを節 約す ることはで ぎ
て乱 既存 の支払シ ステ ムに取 って代わ るもので はな い。 し かし ネ ット ワー
クの結び付 きが活溌 にな るにっ れ て， こ うし た銀行利 用の節 約は次 第に増 え
てゆくも の と思わ れ る。 そ の結果， 従来 銀 行に よっ て行なわ れ てい た支払業
務の一 部 が， 銀行外 で処理 され るよ うにな る。 そ れ が予想 され る一 つの方 向
であ る。
も う一 つは ， 本来顧客 の行な うべ き支払 のため の指 図を， 代 って行な うサ
ービ スが可 能にな ってい るこ とであ る。 考 えてみ れば ，最 近 の金融新 商品 ・
新サ ービ スは，多 かれ 少なか れ， この 丁指図代 行サ ービ ス」 に依存し て成 り・
立ってい る。 た とえばCMA や資 金総 合 口座 の場 合。 決済勘定 の残高 が不足
し， 或いは一 定残 高を 下 回お っ た時， 既 存 の商品 な らば 顧客 が投資 勘定 の解
約と振替を いちい ち指 図し なけ れば なら ない のに対し て， こ こでは商品 提供
者（のコこ／ピューター） が 残高を モ ニタ ーし ， 顧 客に代 っ て直ちに所 定の振 替
を行 なっ てくれ る。 こ の ように顧客 が直 接関与 す るこ となし に 自動的に処理
がな され る ところ に， これら新 商品 の メリット があ る。 銀行 の総合 口座も同
様であ る。 またCMS でも，た とえば 地方支 店 の口 座 が一定 残高を 超え ると
自動的 に中央 の集 中 口座に振込 が行 なわ れ るサ ービ スも， 顧客 が出 すべき指
図を 代行し た もの とい え る。
こ うし た代 行サ ービ スは， 顧客 にとっ て手数 料を 支払 う価 朧があ ると同時
に， 提供 す る側 もこれ に随伴 す る様 々な メ リットを 期 待で きる。 そ こで， こ
れを 不特定 ・多数を 対象 とし た 「業」 とし て営む よ うにな る。 すなわち新し
い支払 サ ービ ス業 の誕生 であ る。 このこ とは上 述し た企業 もし くは企業 グル
ープVAN に つい て も同 様であろ う。 そ れが特定 企業 や グル ープの合理化 目
的を こえ て，不 特定 ・多 数相手 の サ ービ スとし て成 立 す ること が可 能であ る。
こ れら 支払 サ ービ ス業 の展 開如 何 低 これから0 支払 シ ステ ムの変貌 の大
きな 特色に な るもの と思われ る。 もちろ ん， これ は支払 に関 す るサ ービ スで
あって， 支払シ ステ ムモ のも のでは ない。 最終的 な支 払シ ス テムの運営が銀
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行 の機能 であ るこ とに変 りはない。し かし そ の残 さ れた 部 分 よりも， 周辺の
支 払 に関 連し た諸 々の サ ービ スに よって， より多 くの付 加価値 が生 み出され
る ようにな ること が予 想さ れ る。 こ の支払 サ ービ スを提 供 す るの は， 銀行で
も よいし. ノソ 。バン ク金融業 で も よいし ， 一 般企業 のVAN 業 者な どで
も よい。 前 述 の よ うに技術 革新 に よっ て銀行業 務 の 門戸 が開放 された 以上，
誰 でも乗 入れ るこ とが可能 であ る。 そし て夫 々が より効 率的な 支払 サ
ヴビ ス
を提供し よ うと競 争 す ることに よって， これから の支払 シ ステ ムの向上 が期
待 され るのであ る。
(2) 支払システムは分離できるか
ところで，このように支払サービス業の独立した発展が展望されるように
なると，それに伴って支払システムや決済機能の全体が，銀行のその他の業
務から分離独立し うるという議論が起ってきた。
大蔵省ソフトノミックス研究会のフォ=t－アップで，蝋山昌一チームの報
告書は次のように言って い る。「たとえば，清算サービスを銀行から切り離
し て通信会社がこれを担当するといっ た こ と も理論上，想像不可能ではな
い。‥…・エレ クトロニック 。バンキングというときのエ,レ クトロニックの次
こにバンキングが来ることは自明 で は な く，種々考えられる清算諸制度のう
ち，銀行預金を利用する一形態がなぜこれまで盛行し（てきたか）……は',少
なくとも説明を要する現象であび15］」。ま た あ る論文によれば，「現在，銀
行は預貸業務とペイメント・サービスをセットで提供し ている」が，将来の
方向として「ペイメント分野は預貸分野と切り離され独立の経営体となり，
現在のような『預貸業務と決済業務の兼業』型の銀行は消滅する［7］」だろう
と予想している。果たしてそうだろうか。
このような考え方に共通しているの は，仲介（預貸金）業務と決済業務と
を共に銀行固有の機能であるとは考 え ず，「銀行にとって最も固有の業務」
は預金・貸金業務であ っ て，「支払いメカユズムの運営業」は「本来の固有
業務というより，むしろその副産物」で，これまで「支払い メカユズムの運
営は銀行が中心であった」のは，「たまたまそうなっていた」にすぎない［≪3，
とする見解である。
しかし，そうした議論は正しくないと考える。たしかに仲介業務と決済業
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務 と は 異 質 の 業 務 で あ る。 し か し 両 者 は 銀 行 の 第 三 の 機 能 で あ る 信 用 創 造 機
能 を 媒 介 とし て ， 相 互 に 結 び 付 い て い る こ と を 忘 れ て は な ら な い 。 こ こ で 信
用 創 造 と は ， 銀 行 の 信 用 供 与 に よ っ て 預 金 が 創 出 さ れ る こ と を 言 う。 貸 出 な
ど銀 行 信 用 の 供 与 は ， 所 得 現 象 と し て み れ ば 仲 介 機 能 の 一 面 で あ る が ， 通 貨
現 象 と い う見 地 に た て ば 信 用 創 造 機 能 に ほ か な ら な い 。 そ こ で は 貸 出 が 増 え
るか ら 預 金 が 増 え る の で あ っ て ， そ の 逆 で は な い 。 現 金 通 貨 残 高 を 一 定 と
し ， 財 政 資 金 の 民 間 預 託 が 行 な わ れ て い る と 想 定 す れ ば ， 銀 行 信 用 の 増 加 な
し に 預 金 が 増 加 す る こ と は あ り史 な い 。 そ の 預 金 は 預 金 通 貨 と 準 通 貨 と か ら
成 り ， 全 経 済 機 構 に 必 要 な 流 動 性 を 構 成 し て い る 。 つ ま り 銀 行 は 流 動 性 の 唯
一 の 供 給 源 な の で あ る。
と こ ろ で ， 支 払 シ ス テ ム は 前 述 し た よ う に 三 つ の 条 件 の 三 位 一 体 に よ っ て
成 り 立 っ て い た 。 そ の 第 一 の 要 件 で あ る 流 動 性 の 供 給 源 が 銀 行 信 用 供 与 で あ
る と す れ ば ， 銀 行 の 預 貸 金 業 務 と 支 払 シ ス テ ム は 離 れ 難 く 結 び 付 い て い る と
言 わ な け れ ば な ら な い 。 経 済 情 勢 の 変 動 に 伴 っ て 流 動 性 が 柔 軟 に 伸 縮 す る た
め に は ， 銀 行 信 用 の 弾 力 的 な 増 減 が 不 可 欠 で あ る。 信 用 創 造 と 切 り 離 さ れ た
支 払 メ カ ニ ズ ム は 。 硬 直 的 で ， 円 滑 さ を 欠 い た も の と な る だ ろ ‰ そ れ ば か
りで は な い 。 支 払 シ ス テ ム の 中 枢 に は 中 央 銀 行 が セ ン タ ー 機 能 を 果 た し て い
る。 西 川 教 授 の 言 わ れ る よ う に ，「 こ の セ ン タ ー 業 務 は 全 通 貨 流 通 あ る い は
仝 金 融 市 場 の 「 縮 図 」 で あ る［13］」。 金 融 市 場 の 繁 閑 は ， 全 決 済 を 集 約 し た 交
換 尻 や 為 替 尻 の 動 向 に 直 ち に 反 映 さ れ る り で あ っ て ， こ の セ ン タ ー 機 能 を 離
れ て 目本 銀 行 の 金 融 調 節 は 機 能 し え な い こ と を 忘 れ て は な ら な い 。
こ の よ う に 考 え れ ば ， 支 払 サ ー ビ ス 業 の 活 動 分 野 が 拡 大Tし て ゆ く か ら と い
っ て ， 全 支 払 シ ス テ ム が 銀 行 の 信 用 供 与 （仲介 業 務 ） か ら 独 立 し て 機 能 し う
る と 考 え る の は ， 余 り に も 早 計 の よ う に 思 わ れ る。 再 び コ リ ガ ン 論 文 に よ れ
ば， 銀 行 が 「特 別 な 存 在 」 と し て 「 他 め 金 融 機 関 や 非 金 融 法 人 等 と 区 別 さ れ
るの は ， 犬 ’I
① 銀 行 は 決 済 勘 定 を 提 供 す る。丿
② 銀 行 は … … 流 動 性 の 本 源 的 な 供 給 源 で あ る 。
③ 銀 行 は 金 融 政 策 の 波 及 媒 体 で あ る。 レ こ
とy ヽう三 つ の 性 格 を 有 す る か ら で あ る 」。 そ し て こ り 三 つ は 相 互 補 完 的 で あ
り，「 こ れ ら の 相 互 関 係 こ そ 銀 行 が 特 別 の 存 在 で あ る と い う こ と を 把 握 す る
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ポイントである[16]」と述べている。至。言ではあるまいか。
（注4 ）「日経ビジネス」60年6 月24日号による。
6 あ と が きー マネーの将来
貨幣（－ネー）の役割は，何よりも支払手段として機能することに あ る。
したがって支払システムの変貌は同時に貨幣を変貌させることでもある。最
後にマネーの将来について考えておくことが必要であろ う。
何千年という歴史を通じて貨幣は生成発展を遂げてきた。かつて0 金属貨
幣に代って銀行券や紙幣が現われ，その銀行券は預金通貨の普及によって節
約がいちじるし く進んだ。日向野幹也助教授によれば，このように「貨幣史
は，……貨幣から素材（＝実体）としての意義が減少して いき， 機能的意義
が比重を増してゆく過程である［12］」。 エンクトロニック 。バンキングは，預
金通貨の通貨とし ての機能を強化する働きをもつから，それによって「実体
から機能へ」の貨幣の流れが一段と促進されることは間違いない。キャッシ
ュレスの方向にさらに進むことになるだろう。
しかしそれだけではない。エレ クトロニック 。バンキングを推進している
同じ技術革新が，現金通貨のみならず，預金通貨の比重も低下させてゆくこ
とになるだろう。なぜなら，最近の新しい金融商品の大部分は，比較的高利
回りの投資資産に流動性を付与するというイノベーションによって成立って
いる。総合口座,NOW 勘定，現先取引,MMF, 中国ファンド,CMA, 資金
総合口座，みな然りである。それが可能であったのは，技術の進歩によって
投資資産と決済勘定との間の往復の取引コストが，いちじ るし く軽減された
からにほかならない。顧客は無利息（もしぐは低利）の決済勘定を極力節約し
て，より有利な投資資産を持とうとするだろう。その結果は，鈴木淑夫氏の
言われるように，「恐らく在来型（金利はゼロまたは低水準）の預金通貨はフロ
ー とし て は存在し，引き続き主要な決済a/c として機能し ようが，ストッ
クとしては消滅し，すべて投資a/c に振り替わってし まうのではないだろう
か［M］」。 それは「投資a/c に決済性を付与したのと同じこと であ る」。預金
通貨によって現金通貨の節約が進んだが，預金通貨はまた投資資産によって
節約される
○ ・”r 。
エ レ ク ト μ ニック.A ンキングと支払システムの変貌Ill
かつてマネーとい え ば現金通貨だけを意味した。次第に預金通貨が加わ
り，さらに準通貨も含まれるようになった。このように貨幣史はマネーの概
念の拡大する歴史でもある。やがてさらに拡大して，投資勘定の多くが，前
述のように通貨予備軍としてマネーに包含されるようにな るものと思われ
る。そしてその中で現金通貨や無利息ないし低利の預金通貨は，次第にその
ウェイトを低下させ，ゼロに近づいてゆくだろう。しかし，そうなってもイ
ンフラストラ クチ ャーの重要性と流動性供給源としての信用創造を考えれ
ば，支払システムの運営が銀行固有の機能であるという本質は変るまい。そ
れが本稿の含意である。
もっともさらに進んで，最近アメリカの学者が唱えているといわれるよう
に，マネーが存在せず，すべての物が有価証券とのバーターで取引されるよ
うなcurrency-lessの世界にな ったら，支払システムはどうなっているの
か，それは本稿の主題を超えたテーマであるが。
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